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副資材一覧表　　A・B・C　平板タイプすべて共通
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　役瓦の種類と使用箇所　　A・B・C　平板タイプすべて共通
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下葺工事　　A・B・C　平板タイプすべて共通
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縦桟打ち
＊縦桟は縦桟用テープを使用し、垂木ピッチにタッカー等で固定してください。

瓦桟木打ち
＊桟木は寸法15×30㎜のものを使用し、材質・形状的に良質のものを選んでください。
＊桟木打ちは、葺き足ピッチに合わせ、垂木（縦桟）ごとに確実に釘打ちし、まっすぐ固定してください。



A ナイス･ザ・ノア（緩勾配用防災タイプ）
いぶし

1. 製品仕様

2. 屋根瓦割寸法表

②流れ方向の野地寸法（瓦の出60mmの場合）
270mm＋桟瓦の働き足270～280mm（標準）の倍数＋35ｍｍで決めて下さい

①桁行方向の野地寸法
桟瓦の働き幅306mm（標準）の倍数＋40mm（アンダーラップ）で決めて下さい
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３. 平部の納まり

桟瓦は指定したステンレス釘・もしくはパッキン付ビスにて全数　固定して下さい。

ノアの地瓦　上部にある突起物（防災のツメ）をオーバーラップ裏側にある凹部に差し込んで下さい。

約１cmスライドできます。建物の登りに合わせて調節してください。

登働き　280㎜の場合 登働き　270㎜の場合

3.0／10 3.5／10 4.0／10 4.5／10 5.0／10 5.5／10

切妻 8m 10m 12m 15m 17m 20m

寄棟 6m 8m 10m 13m 15m 18m

緩勾配瓦ですが、上記の流れ長さと勾配表を参照して下さい。

上記の表よりも悪条件の場合はご相談下さい。
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標準屋根勾配

その流れ長さ



B ナイス･ザ・サミット（ノーマルタイプ）
いぶし・窯変

1. 製品仕様

2. 屋根瓦割寸法表

①桁行方向の野地寸法
桟瓦の働き幅306mm（標準）の倍数＋40mm（アンダーラップ）で決めて下さい

②流れ方向の野地寸法（瓦の出60mmの場合）
270mm＋桟瓦の働き足280～282mmの倍数＋35ｍｍで決めて下さい
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３. 平部の納まり

桟瓦は指定したステンレス釘・もし
くはパッキン付ビスにて全数固定
して下さい。

4.0／10 4.5／10 5.0／10 5.5／10 6.0／10

切妻 8m 10m 12m 15m 17m

寄棟 6m 8m 10m 13m 15m

※屋根勾配が4.0/10未満の場合はご相談下さい。
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標準屋根勾配

その流れ長さ

⑴全数釘打ち（もしくはビス止め）

⑵スーパーフック工法

桟瓦をスーパーフックにて固定（釘穴
オーバーラップ側）し、通常方向に１段
づつ施工。上段の瓦のアンダーラップを
スーパーフックに引掛けて下さい。



C ナイス･ザ・フラット
いぶし

1. 製品仕様

2. 屋根瓦割寸法表

①桁行方向の野地寸法
桟瓦の働き幅306mm（標準）の倍数＋40mm（アンダーラップ）で決めて下さい

②流れ方向の野地寸法（瓦の出60mmの場合）
270mm＋桟瓦の働き足273～280mm（標準）の倍数＋35ｍｍで決めて下さい
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３. 平部の納まり

⑵ナイス･ザ・フラット（ノーマルタイプ）
桟瓦をスーパーフックにて固定（釘穴　オーバーラップ側）し、通常方向に１段づつ
施工。上段の瓦のアンダーラップをスーパーフックに引掛ける。

4.0／10 4.5／10 5.0／10 5.5／10 6.0／10

切妻 8m 10m 12m 15m 17m

寄棟 6m 8m 10m 13m 15m

※屋根勾配が4.0/10未満の場合はご相談下さい。
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標準屋根勾配

その流れ長さ

⑴ナイス･ザ・フラット（防災タイプ）

273～280mmまで
スライド可能

桟瓦は指定したステンレス釘・もしくはパッキン付ビスにて全数固定

して下さい。上部にある突起物（防災のツメ）をアンダーラップ下側に

あるに突起部に引っかけて下さい。



オプション
「フラット一体袖」　施工マニュアル

フラット一体袖　右 フラット一体袖　左

② 割寸法表

〈桁行方向の野地寸法〉 〈登りの割寸法〉

１.役瓦品目

フラット半瓦フラット調整瓦
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③ 施工手順
1　　右袖部（葺始め）の施工手順

一体袖の葺始め角（右角）を軒部の登りの働きと同じ寸法と勾配に合う角度に袖垂れ尻部をカットして取り付ける。

和瓦の切袖と同じように登りの寸法を決定する（275㎜がベスト）

袖垂れ尻部をカットし、手先の角度・厚みを合場して砥石で擦りあわす。その後　仮並べしてみる。

フラット半瓦（働き幅153mm）を右袖側の地瓦に千鳥葺きになるように1枚置きに葺き合せをし、合場した

一体袖右とを並べ、釘・ビス等で留めていきます。

※フラットの半瓦は、フラット地瓦が千鳥葺き出来る様、左・右袖　それぞれに２枚に１枚必要です。
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2　　左袖部（葺終り）の施工手順

フラット半瓦（働き幅153mm）を左袖側の地瓦に千鳥葺きになるように1枚置きに葺き合せをし、左袖も袖垂れ尻
部をカットします。

手先の角度・厚みを合場して砥石で擦りあわし、仮並べをして、袖部の合端を確認します。

その後　釘・ビス等で留めていきます。　　　完成。

フラットの調整瓦は裏のリブを削って下さい。 リブを削ってから横割りに合わせてカットして下さい。
14

葺終りに調整瓦を上記のように入れて下さい。

割りが悪い場合は調整瓦を使用します。



「フラットシンプル袖」　施工マニュアル

フラットシンプル袖　右 フラットシンプル袖　左

② 割寸法表

〈桁行方向の野地寸法〉 〈登りの割寸法〉

１.役瓦品目

フラット半瓦

フラット調整瓦
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　その他　各部の納まり　　A・B・C　平板タイプすべて共通

1. 軒部

2. 袖部
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3. 棟部　（陸棟・隅棟共通）
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① 隅棟部（差し棟仕様）　A・Bタイプの場合

② 隅棟部（差し棟仕様）　Cタイプの場合
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③ 陸棟部の差し棟の納め図　A・B・C　平板タイプすべて共通

4. 谷部
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5. すがる破風部

6. 流れ壁際

7. 平行壁際
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8. 雪止金具の施工
A・B・C　平板タイプすべて共通

⑴防災タイプの場合

桟瓦上部にある防災フック部をずらして
金具を取り付けます。

⑵ノーマルタイプの場合

桟瓦の中心に金具を取り付けます。

雪止金具の取付目安は
左記の表とします。

左記以外の勾配は、直接メーカー
窓口へ相談お願します。
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施工図
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本社工場　  兵庫県南あわじ市倭文庄田338-1
TEL　0799-46-0231　FAX0799-46-0330

西淡第一工場　  兵庫県南あわじ市松帆古津路878-3
営業本部　　TEL　0799-36-2291　FAX0799-36-4990　

西淡第二工場　  兵庫県南あわじ市松帆北浜71-1
TEL　0799-36-5441　FAX0799-36-5446　

博多営業所　 　福岡県古賀市川原1289-1
TEL　092-944-1272　FAX092-944-1924　

宮崎営業所　 　宮崎県宮崎市佐土原町大字下田島宮本12219₋49
TEL　0985-73-7785　FAX0985-73-7786　
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